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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3.2176 3.2414 +0.0238 3.3879 -0.1465

対円 JPY 35.58 35.23 -0.35 34.81 +0.42

対ユーロ BRL 3.4247 3.4367 +0.0120 3.5334 -0.0967

対ドル JPY 114.49 114.20 -0.29 117.93 -3.73

対ユーロ JPY 121.87 121.06 -0.81 123.22 -2.16

Index 63,652 63,831 +179 58,389 +5,442

bps 252.4 252.0 -0.4 293.1 -41.1

% 11.06 11.01 -0.05 11.97 -0.96

% 12.55 12.55 -0.00 13.06 -0.51

% 1.023 1.023 +0.000 0.997 +0.026

Index 194.5 194.5 +0.0 191.4 +3.1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、英国のＥＵ離脱を巡る懸念がグローバルに高まったことを背景にリスク回避
の動きが強まり、レアルも対ドルで売りが優勢に。一時３．２４台半ばまでレアル安が進行した。国際通貨基金
（ＩＭＦ）は昨日、最新の世界経済見通しを公表し、今週大統領に就任するトランプ氏の政策について、「同氏
が公約している財政刺激策による米経済押し上げ効果は小さい」との見方を示した。米国の成長率見通しに
ついては、今年を＋２．３０％、来年を＋２．５０％とそれぞれ前回見通しから引き上げた一方、ブラジルの今年
の成長率については０．３０％引き下げて＋０．２０％とした。なお、今後の米利上げ見通しについて、その
ペースが加速する可能性を指摘したものの、具体的な年内利上げ回数については言及しなかった。

本日から開催される世界経済フォーラム年次総会（ダボス会議）に参加しているＭｅｉｒｅｌｌｅｓ財務相は、記者団
に対し、①トランプ政権が掲げる貿易政策がブラジル経済に与える影響は限定的である、②足許のレアルの
上昇は、ブラジル経済回復を反映したものである、③今年第４四半期の成長率は前年比＋２％になる見通し、
④インフレ率の鈍化はポジティブ、などと語った。一方、中銀が昨日公表した週次サーベイでは、今年の成長
率見通しは＋０．５０％、２０１８年は＋２．２０％が示されている。インフレ率（ＩＰＣＡ）はそれぞれ＋４．８０％と
＋４．５０％で、政府目標値に収斂するシナリオとなっている。


